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産業サイバーセキュリティセンター



• 「セキュリティ統括責任者」である部課長級の方々（戦略マネジメント層）
• 今後責任者になることが期待される実務者・技術者
• 「プラス・セキュリティ」人材

テーマ

対象者

開催概要
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組織横断的にサイバーセキュリティ対策を推進する責任者の育成
～DX時代の管理職像を考える～

コース・日程・受講料・定員・場所

場所 独立行政法人情報処理推進機構
東京都文京区本駒込2-28-8 文京グリーンコートセンターオフィス8階

コース 日程 受講料※１ 定員

座学コース
【2日間】

11月30日(水)～12月1日(木) 5万円（税込） 50名

座学・演習コース
【4日間】

11月30日(水)～12月２日(金)、
12月9日(金)

15万円（税込） 30名※2

※1受講料には、交通費・食事代は含みません。
※2 定員に達した場合、座学コースのみのご参加をご案内させていただくことがあります。

下記2コースからいずれかを選択してご応募いただけます。

※対象者像は次ページに記載

開催協力

産業サイバーセキュリティ検討会（CRIC-CSF）



開催概要（対象者像）

2© Information-technology Promotion Agency, Japan Industrial Cyber Security Center of Excellence

出典：経済産業省 サイバーセキュリティ経営ガイドライン Ver2.0 付録F サイバーセキュリティ体制構築・人材確保の手引き より抜粋加筆
https://www.meti.go.jp/policy/netsecurity/tebikihontai2.pdf

＜戦略マネジメント層＞
経営層を補佐し、実務者層・技術者層を指揮する
ことでセキュリティ対策を進める責任者層

■セキュリティ統括責任者
セキュリティ対策及びインシデント対応において、
CISOや経営層を補佐してセキュリティ対策を組織横断
的に統括し、企業におけるリスクマネジメント活動の一
部を担う責任者

■プラスセキュリティ人材
デジタル部⾨、事業部⾨、管理部⾨などにおいてセキュ
リティを意識し、業務遂⾏に伴うセキュリティ対策の実
施に必要な能⼒を身につけられている人材、あるいはそ
の能⼒を求められる人材

https://www.meti.go.jp/policy/netsecurity/tebikihontai2.pdf


『座学コース』と『座学・演習コース』から、目的に合わせてご希望のコースを選択いただけます。

1. 『座学コース』では、

「有識者講演」「プログラム講義」を通して、戦略マネジメント層として認識しておくべき
事項をインプットする機会を提供します。

2. 『座学・演習コース』では、

上記座学を踏まえた上で、 「ディスカッション（グループワーク）」を通して、アウトプットし
ながら、より実践的で深い理解が得られるアクティブラーニングの機会を提供します。

ビジネスのデジタル化・DXに伴うリスクの変化に対応して、

組織のセキュリティ対策を推進することができる

「戦略マネジメント層」を育成します。

セミナーの目的と特徴

特徴

目的
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本セミナーを受講することによって、

• 戦略マネジメント層としての心構え、あり方を理解し、

セキュリティ対策・インシデント対応の全体像を俯瞰することができます。

• 受講者間で意見交換をすることができます。



セミナーの内容

セミナーの内容
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分類 日程 プログラム名 内容

座学

１１月30日(水)

12:00 ～ 16:30

有識者講演
サイバーセキュリティの政策動向や企業を取り巻くサイバーセキュリ
ティの取り組み状況などが理解できる講演を提供します。

12月1日(木)

10:00 ～ 17:00

プログラム講義
「戦略マネジメント層」および「セキュリティ統括機能」の位置づけや、
果たすべき役割などを理解できる講義を提供します。

演習

１２月２日(金)

10:00 ～ 17:00

ディスカッション
1回目

• 参加者間で組織におけるセキュリティのあり方について議論しま
す。

• 参加者（及び所属組織）が抱える課題を発見し、対応策を考える
機会を提供します。

• ファシリテータが活発な議論をサポートします。
１２月９日(金)

10:00 ～ 17:00

ディスカッション
2回目

• サイバーセキュリティ戦略
• 経済産業省サイバーセキュリティ経営ガイドライン
• 経済産業省サイバー・フィジカル・セキュリティ対策フレーム

ワーク（CPSF）

• NIST文書（及び関連文書）
• 各国の法規制

など

取り扱う内容 一例

※「座学コース」選択の方は、「有識者講演」「プログラム講義」（計2日間）までのご参加となります。
「座学・演習コース」選択の方は、全日程（計4日間）のご参加となります。



セミナーの内容

座学
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プログラム タイトル 講演者

有識者講演

１１月30日(水)

12:00～ 16:30

サイバーセキュリティに係る政策動向（仮題）
経済産業省 大臣官房 サイバーセキュリティ・情報化審議官
上村昌博氏

サイバーセキュリティの視点での日本を取り巻く環境（仮題）
日本電信電話株式会社 チーフ・サイバーセキュリティ・ストラテジスト
松原実穂子氏

ユーザ企業におけるDXとサイバーセキュリティ（仮題）
住友化学株式会社 ITスペシャルアドバイザー
産業横断サイバーセキュリティ検討会 会長
土佐泰夫氏

デジタルトラストとDFFT（仮題）
一般社団法人デジタルトラスト協議会 渉外部会長
株式会社ENNA 取締役
太田大州氏

プログラム ディスカッションテーマ

ディスカッション

１２月２日(金) 10:00 ～ 17:00

• サイバー空間におけるビジネスのあり方
• サイバー空間におけるインシデント対応
• セキュリティ人材育成プログラム開発
• セキュリティ体制強化策
• 委託先管理とサイバーセキュリティ
• 演習成果発表と今後の活動計画

ディスカッション

１２月９日(金) 10:00 ～ 17:00

プログラム タイトル 講師

プログラム講義

12月1日(木)

10:00～ 17:00

攻撃に強い組織づくりとイノベーションのためのセキュリティプランニング
日本マイクロソフト株式会社
技術統括室チーフセキュリティオフィサー
河野省二氏

政府省庁動向と戦略マネジメント層の位置づけ
セキュリティ統括機能とプラス・セキュリティ
サプライチェーンにおけるセキュリティ統括機能
セキュリティ体制の構築運用とガイドライン活用

株式会社ENNA 代表取締役
一般社団法人サイバーリスク情報センター事務局長
荒川大氏

サイバーセキュリティの関係法令
西村あさひ法律事務所 弁護士
北條孝佳氏

演習

◆参加者の声（昨年度）
• 他社の方も同じような悩みを抱えている中で、実現したい方向性が一緒であったり、
自分の中にはなかった視点をディスカッションを通して学べた。

• 異業種の同じ立場の方と意見交換でき、情報セキュリティインシデントに対する対
策や考え方、悩みについて共有しながら学べた。



WEB上の受講申込書に必要事項を記入して頂き、メールにてPDFを送付ください。
※お申込み頂きましたら、担当者よりご連絡差し上げます。

お問合せ先 : 03-5978-7554（直通）
coe-promotion-info@ipa.go.jp

担当者： 北村/中山

URL： https://www.ipa.go.jp/icscoe/program/middle/strategic_management/2022.html

※原則として、納入後の受講料はキャンセルされる場合でも、返金は致しかねますので予めご了承ください。
※受講料請求書は押印省略で発行します。押印希望の方は、申込時にご連絡ください。

【個人情報の取り扱いについて】
弊機構は、本プログラムの申込のためにご提出頂いた個人情報の適切な管理に努めております。ご提供頂いた個人情報は、本プログラムを提供するために必

要な範囲（事務処理および講師への当日受講者リストの配布等）で利用させて頂きます。個人情報保護についての詳細は下記のページをご参照ください。
https://www.ipa.go.jp/about/privacypolicy/index.html

お申込み方法

令和４年度戦略マネジメント系セミナー（ 「座学コース」「座学・演習コース」 ）の募集期間は、
令和4年１１月１８日（金）までと致します。
（募集定員に到達し次第、募集を締め切りとさせて頂きますので、お早めにお申し込みください。）

募集期間

募集期間とお申込み方法
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https://www.ipa.go.jp/about/privacypolicy/index.html

